
「空き家をみんなの別荘に！」 

〜短期賃貸マーケットを開き「公共の住宅」を育てる〜 
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現在８２０万戸の空き家(7戸に1戸が空き家) 

 

今後も人口・世帯数減少による空き家が急増 

「空き家数」 ＝ 「総戸数」 ー 「総世帯数」 

※データ引用 「平成25年住宅・土地統計調査結果」（総務省統計局） 



使われていない時間をどのようにアクティブに仕立てられるか？ 

↓ 

 

ニーズとお金のデザインを一緒に考えて行く必要がある。 

 

 



「暮らす」2年の賃貸  ＞  「泊まる」1泊の宿泊 

 

 

 



海辺の１軒家を 

１棟丸ごと 

１週間単位で 

短期賃貸する。 





BEFORE 

AFTER 



Nowhere but Hayama  





「みんなが使い合える家」 

一家族 複数家族 



Nowhere resort 

 「海辺のリゾート貸別荘」のミッション 

▶ 「所有」する別荘から、「共有」する別荘へ 

 別荘を一家族で所有するのではなく、地域・団体で共有（シェア）ことにシフトさせる。 

 拠点と呼べる場所を複数持つ「多拠点居住」という、新しい暮らし方を提供すること。 

 

 

▶ Vacation Rentalを利用する休暇の普及 

 せわしなく観光スポットをめぐる「観光型」 → 土地特有の生活を楽しむ「体験型」へ 

 「短期観光型」休暇 → 「中長期滞在型」休暇 への観光産業の多様性を生み出すため 

 個人別荘の短期別荘賃貸マーケットをつくること。 

 

 

▶ 湘南地域の産業活性化 

 地域内に潜むリゾート的・地域資源を掘り起こし編集 

 東京近郊のシーサイドタウンとして、レジャー・別荘文化が支えるこの地域の産業活性化。 

 コミュニティー・リゾートとしての役割。 

 

 







公共建築から、「公共の住宅」へ 

プライベート パブリック 

個人住宅 公共建築 公共性 

住宅であっても、社会と関わりながら地域のコミュニティを育てる拠点になり得る 



地域に開かれた「公共の家」 











▶ “空き家“としての別荘を有効活用する 

 

別荘が使われる頻度は、年に十数回程度。使われない間、良いロケーションの魅力的な家が空
いているのは「もったいない」 

通常の賃貸期間２年をぐっと１週間まで縮めることで、多くの人が利用できる別荘とする。 

 

 

▶  「大きな家」を生きた形で残す 

 

核家族化がすすみ、日本の高い相続税も要因し、小さな敷地に小さな住宅がますます増える傾
向にある。冠婚葬祭などに、近所や親戚の人たちを家を迎え入れる機会が少なくなった。人々
を招き入れられる「大きな家」を取り戻すことで、地域・コミュニティーが活性化する。 

 

 

▶ 価値ある建物、街並みを保存する 

 

日本家屋など保存に値する建物は手間がかかる上に、維持にもお金もかかるため、手放す人が
後を絶たない。しかし街並みに与える影響、空間が伝える生活様式は文化的にも重要度が高い。
多くの人に使われることによって、生きた形で保存されることが望ましい。 

Nowhere resort 

 「海辺のリゾート貸別荘」のビジョン 



バケーションレンタルのターゲット 

バケーションレンタル旅行者 ： 

地域住民 ： 

インバウンド ： 訪日外国人家族 

日本駐在家族 

リゾート滞在 

試し暮らし 

海外里帰り家族 

長期出張 

イベント、教室 

冠婚葬祭 

ゲストルーム 

コミュニティ寄合所 

法人 ： 撮影 

展示会 

企業合宿セミナー 

研修会 



STAYCATION 
リゾート貸別荘のシェアリングサイト 

 

 

    



別荘の空き時間を使った別荘シェアリング 







ニーズ 

バケーションレンタルのユニークな使い方・楽しみ方 

【 滞在レシピ 】 

家 × 

コト ハコ 

コト＝（海のある生活、ペットと過ごす、こどもと楽しむ、プール、サーフィン、料理WS） 







◎2040年代の東京の理想とする将来像 

  

「働き方、働く場所」を柔軟に自ら編集できるようになり、 

魅力的な地方都市、自然豊かな地域に 

「住む場所を替えてみる」というバカンス型の休暇が根付いている社会。 

  

せわしない観光の休暇ではなく、 

また週末だけの自然体験ではなく、 

1週間、1ヶ月、半年と柔軟に「働く」ことと「休む」ことを掛け合わせる中で、 

多様な暮らし方が実現できる社会。 

  

ひとりひとりが日本中にたくさんの 

「自分の家」「自分のコミュニティ」「自分の故郷」 

と呼べる複数の拠点を持っている社会。 



◎理想とする将来像の実現に向けて、東京がすべきこと 

 

  

『働き方』 

雇用側がワークシェリングや、サテライト・ワーキングの選択肢を増やすことによって

「働き方」 × 「休み方」の選択肢を増やし、 

生産性の上がる自己編集型のワークスタイルを行政が後押しする。 

 

 

  

『暮らし方』 

宿泊の1日か、賃貸の2年の二択しかない滞在の選択肢の間に、 

中間的な利用形態・短期賃貸マーケットをつくり、利用機会を増やす。 

短期賃貸を規定するガイドラインを作成するなど、法的整備を行い 

「住む場所」の入手方法に多様性を与える。 



バケーションレンタルを突破口に、短期賃貸のマーケットを作り上げる 

が多様で豊かになる未来 暮らし方 働き方 

    

 

 

    


